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現施設(印西クリーンセンター)の検証 

 

 

【はじめに】 

平成２２年５月１３日付けで、印西地区環境整備事業組合から協議を受けた「印西クリー

ンセンター次期中間処理施設整備事業 事業対象候補地の選定について」の事業対象候補地

について、調査検討するために設置された印西市クリーンセンター次期中間処理施設事業 

対象候補地庁内検討会において、現施設（印西クリーンセンター）の検証から始めることと

した。 

 

 

【経緯】 

現施設は、昭和５７年１０月に新住宅市街地開発事業及び区画整理事業等の宅地造成事業

の進捗に伴うごみ排出量の増大に対処するため都市計画決定されたものであり、位置選定の

理由として、 

①収集区域のほぼ中央に千葉ニュータウンがあり、当該地は人口の重心にあたり、収集輸送

効率上優れている。また、幹線道路に隣接していることからごみ搬入が容易である。 

②当該地は、千葉ニュータウンの中心地区に位置するが、周囲には大規模な公園、都市計画

道路及び鉄道、誘致施設が計画されており、周辺の住宅に与える影響は非常に軽微であり、

環境保全上、問題はないと考えられる。 

③ごみ焼却場の余熱の積極的利用が図れること。 

の以上３点が挙げられていた。 

 

昭和５７年１０月の都市計画決定後、昭和５８年９月に印西クリーンセンター工事が着工

し、昭和６１年３月に竣工、翌４月に業務を開始した。その後、平成８年９月に３号焼却炉

増設工事が着工され、平成１１年３月に３号焼却炉が竣工し、稼働開始している。 

 

 

【視点】 

○環境 

印西クリーンセンターの操業に伴い、昭和６２年に周辺自治会等と地域住民の健康と生活 

環境の保全を図ることを目的として「印西クリーンセンターの操業及び公害防止に関する 

協定書」を締結するとともに、協定事項の履行を確認するため環境委員会を設置し、年４回

開催している。 

協議・報告内容としては、工場の操業状況の定期的な報告や設備の改善、改修及び変更 
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（増設及び建替）に関すること、工場の操業の全部又は一部の停止及び再稼働に関すること、 

工場の事故の際の調査報告及び改善策に関すること、搬入ごみの組成及び量の調査報告に 

関すること、公害防止協定値及び環境基準（値）項目の測定方法、場所、回数等に関する 

ことなどである。 

また、公害防止対策として、独自の協定値を守るものとしており、平成２１年度実績値で

は、すべての協定値を下回っているという状況であった（「資料編①」参照。）。 

 

 

○搬入導線 

印西クリーンセンターへの搬入導線としては、国道４６４号線が隣接していることから、

東側や西側地域からの輸送効率が良い。また、県道船橋印西線が近隣にあることから、南側

地域からの輸送効率も良好である。 

ただし、印西クリーンセンターの前面道路は片側３車線の道路であり、南側から搬入しよ

うとする車両は右折で進入することができない。 

なお、現施設への搬入車両台数であるが、印西市から年間約２３，０００台、１日あたりでは、

約７０台の車両が搬入しており、また、印西市外（白井市、栄町）からも年間約１８，０００台、

１日あたりでは、約６０台の車両が搬入している（「資料編②」参照。）。 

 

 

○搬入量 

 構成市町(印西市・白井市・栄町)における家庭系及び事業系の可燃ごみや不燃ごみ、 

粗大ごみを印西地区環境整備事業組合のごみ処理に関する取り扱い要領による受入基準に 

基づき、受け入れ、処理している。 

最近３年間の搬入量実績であるが、年間４０，０００ｔ～５０，０００ｔ、１日あたりで

は、約１４０ｔのごみが収集運搬業者や自己搬入により、搬入されている（「資料編③」参照。）。 

なお、昨年度においては、家庭系ごみの搬入量が若干増加したが、一方で、事業系ごみの

搬入量が、減尐したため、年間の搬入総量及び１日あたりの搬入量がともに減尐している。 

 

 

○維持管理 

 現施設の維持管理状況としては、年２回の定期修繕を実施しているため、軽微な機器の 

故障（小型ポンプ故障、水漏れ、作動不良）は発生しているが、現場対応できることが多い。

中規模な故障については、予備品の使用や運転方法の変更等により定期修繕時に対応し、 

また、故障の内容によっては、定期修繕時までに別炉部品を流用するなどの対応をし、 

安定的なごみ処理が実施されている。 

なお、業務開始からすでに２４年が経過し、各設備とも在庫部品の枯渇や代替部品の減尐

等、また、費用も高額になってきていることから、管理が年々難しくなってきている。 
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＜平成２１年度修繕実績及び平成２２年度修繕予定＞ 

区   分 平成２１年度 平成２２年度 

定期修繕（１次） １０６，０７４千円 ２６，１３５千円 

定期修繕（２次） ７２，５２０千円 ６１，９９５千円 

追加補修 ４，８３０千円 － 

老朽化対策 

※Ｈ21 の定期修繕（１次）の増加分と追加修繕を

別枠で計上。 

－ １６３，６１１千円 

計 １８３，４２４千円 ２５１，７４１千円 

※平成２３年度以降、老朽化対策が必要なため、漸増が見込まれる。 

 

 

○余熱利用 

 ごみの焼却から発生する蒸気は、場内の機器や空気の昇温、冷暖房、白煙防止対策などに

活用され、また、タービン発電機により発電し、場内の必要電力の約半分を賄っている

（「資料編④」参照。）。 

平成５年からは、地元還元施設として整備された「温水センター」へ余熱を供給しており、

電気を除く、冷暖房・プール・風呂等はすべて発生蒸気で賄われている。利用者数も印西

市（合併前の印旛村、本埜村も含む）で、利用者の約７割を占めるなど地域のスポーツ・ 

レクリエーション施設として、年間を通して利用されている（「資料編⑤」参照。）。 

なお、平成２０年４月には、指定管理者による管理運営に移行している。 

また、平成７年には、都心東地区等に冷水・温水の熱供給を行う目的で設立された千葉 

二ュータウンセンター熱供給株式会社（現㈱千葉ニュータウンセンター熱供給事業本部）に

余熱蒸気の供給を開始し、現在、熱供給事業本部では、電気・都市ガスとともに蒸気を熱源

として冷水・温水を製造し、都心東・北地区の１３の商業・業務系ビルに供給している。 

なお、供給を受けた蒸気の活用により、熱製造にかかる電気や都市ガスを約３０％節減し

て、ＣＯ２の排出量も年間約２，７００ｔ削減（一般家庭で仮定すると７５０戸の年間排出

量に相当）するなど、地球的規模での環境保全に大きく貢献している（「資料編⑥」参照。）。 

 

 

【まとめ】 

都市計画決定時点での位置選定理由等を考慮し、現施設の計画から建設までの経緯及び 

各視点（環境、搬入導線、搬入量、維持管理、余熱利用）について検証したところ、環境に

おいては、周辺自治会等と規制値を相当下回る協定値で公害防止協定を締結しており、これ

まで、協定値を上回ることはなかったと報告を受けており、安定・安全な操業とともに、 

住環境への影響に配慮している。 

 



- 4 - 

次に、搬入導線であるが、印西クリーンセンターは国道４６４号線や県道船橋印西線など

の幹線道路に隣接していることから、輸送効率は良いが、印西クリーンセンターの前面道路

は片側３車線の道路であり、中央分離帯があるため、右折で進入することができない状況で

ある。 

搬入量では、家庭系及び事業系可燃ごみや不燃ごみ、粗大ごみを受け入れし、処理して 

いるが、年間の搬入総量及び１日あたりの搬入量が、ともに減尐傾向にある。 

維持管理では、今まで、軽微な故障、中規模な故障はあったものの、予備品の使用や運転

方法の変更等により定期修繕時に対応している。従って、長期間稼働を停止せざるを得なか

ったという状況はなく、安定的なごみ処理が実施されている。 

なお、今後、施設の老朽化により、修繕料の漸増が見込まれる。 

余熱利用であるが、平成２１年度の実績をみると総蒸気量 114,916ｔのうち発電用、場内

利用・白煙防止対策で全体の約７割の 79,911ｔを利用し、そのほか、熱供給施設（エネルギ

ーセンター）や余熱利用施設（温水センター）へ 28,087ｔ供給している。 

このことから、ごみ焼却施設は、ただ単にごみを燃やすという施設ではなく、ごみを焼却

することにより発生する熱エネルギーをいかに効率よく回収し、利用していくかということ

が求められており、余熱利用システムがすでに構築されている意味は大きい。 

また、ごみ収集輸送効率の視点からみると、現施設は、印西地区の人口の重心にあたり、

ごみ収集輸送効率上優れており、都市施設としてのごみ処理施設がこの地域に存在すること

は、理にかなっている状況であると言える。 

最後に、ごみ処理は市民生活に直結した事業であり、安定的かつ安全な操業が求められる

が、以上の検証結果を踏まえ、総合的に判断すると問題がないものと思われる。 
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＜資料編＞ 

 

 

①公害防止協定実績（平成２１年度） 

区     分 単 位 規制値 協定値 実績値（○数字は回数） 

排出ガス 

イオウ酸化物 ppm 1900 50 

1 号炉：①6,②7 

2 号炉：①8,②5 

3 号炉：①4,②3 

ばいじん g/N ㎥ 0.08 0.03 各炉定量下限値 0.001 以下 

窒素酸化物 

ppm 

250 120 

1 号炉：①34,②47 

2 号炉：①43,②49 

3 号炉：①54,②51 

塩化水素 430 80 

1 号炉：①12,②26 

2 号炉：①18,②15 

3 号炉：①14,②11 

ダイオキシン    

類 
Ng-TEQ/N ㎥ 1 

1 号炉:1 1 号炉：①0.13,②0.15 

2 号炉:1 2 号炉：①,②0.029 

3 号炉:0.5 3 号炉：①0.0051,②0.049 

騒音 

朝：6～8 時 

デシベル 

50 50 
管理棟側上端値①47,②44 

工場側上端値①48,②45 

昼：8～19 時 55 55 
管理棟側上端値①52,②47 

工場側上端値①,②48 

夕：19～22 時 50 50 
管理棟側上端値①,②49 

工場側上端値①48,②44 

夜：22～6 時 45 45 
管理棟側上端値①44,②41 

工場側上端値①44,②43 

振動 

朝：8～19 時 

デシベル 

60 60 
管理棟側上端値①30 未満,②30 

工場側上端値①,②33 

夜：19～8 時 55 55 
管理棟側上端値①,②30 未満 

工場側上端値①34,②33 

悪臭 

 

 

敷 

地 

境 

界 

アンモニア  

 

 

ppm 

 

 

1.0 1.0 風上下①,②定量下限値 0.1 未満 

メチルメル 

カプタン 
0.002 0.002 風上下①,②定量下限値 0.0001 未満 

硫化水素 0.02 0.02 
風上①0.0001,②0.0002 

風下①定量下限値 0.001 未満②0.0002  

硫化メチル 0.01 0.01 風上下①,②定量下限値 0.0001 未満 

トリメチル 

アミン 
0.005 0.005 風上下①,②定量下限値 0.0001 未満 

煙
突
出
口 

トリメチル 

アミン 
N ㎥/h 

2.44 2.44 ①,②定量下限値 0.00003 未満 

アンモニア 487.7 487.7 ①0.0382,②0.0837 

硫化水素 9.8 9.8 ①,②定量下限値 0.0003 未満 

臭
突 

出
口 

トリメチル 

アミン 
N ㎥/h 

0.266 0.266 ①,②定量下限値 0.00001 未満 

アンモニア 53.2 53.2 ①,②定量下限値 0.01 未満 

硫化水素 1.06 1.06 ①,②定量下限値 0.0001 未満 
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区     分 単 位 規制値 協定値 実績値（○数字は回数） 

水 

カドミウム 

mg/l 

0.01 0.01 検出せず 

シアン 不検出 不検出 検出せず 

有機リン 不検出 不検出 検出せず 

鉛 0.1 0.1 検出せず 

六価クロム 0.05 0.05 検出せず 

砒素 0.05 0.05 検出せず 

総水銀 0.0005 0.0005 検出せず 

アルキル水銀 不検出 不検出 検出せず 

ＰＣＢ 不検出 不検出 検出せず 

 

 

 

②搬入車両台数実績 

区  分 平成１９年度（台） 平成２０年度（台） 平成２１年度（台） 

印西市 ２３，４８２ ２３，２０４ ２２，６１２ 

 

合併前の印西市 １８，１００ １７，９３８ １７，５３０ 

合併前の印旛村 ３，９２８ ３，８７８ ３，６４７ 

合併前の本埜村 １，４５４ １，３８８ １，４３５ 

白 井 市 １３，７９５ １４，１１４ １４，００１ 

栄  町 ４，１８４ ４，３５６ ４，０２５ 

合  計 ４１，４６１ ４１，６７４ ４０，６３８ 

年 間 搬 入 日 数 ３０９日 ３０９日 ３１０日 

１日あたりの搬入車両数 約１３４台／日 約１３５台／日 約１３１台／日 

 

 

 

③搬入量実績（構成市町分：印西市・白井市・栄町） 

区 分 平成１９年度（㎏） 平成２０年度（㎏） 平成２１年度（㎏） 
家庭系ごみ ３３，０６９，３３０ ３２，４６７，５００ ３２，８２１，８８０ 

可燃ごみ ３０，０６７，２００ ２９，７６８，４６０ ２９，９７９，４２０ 
不燃ごみ １，３５４，２５０ １，０９０，６４０ １，２１１，３２０ 
粗大ごみ １，６４７，８８０ １，６０８，４００ １，６３１，１４０ 

事業系ごみ １５，３６１，６６０ １４，１９４，７３０ １０，７９７，４９０ 
可燃ごみ １５，０２０，９５０ １３，８５１，９３０ １０，５５４，１９０ 

不燃ごみ １０４，４７０ ８９，９７０ ６６，３３０ 

粗大ごみ ２３６，２４０ ２５２，８３０ １７６，９７０ 

搬入総量 ４８，４３０，９９０ ４６，６６２，２３０ ４３，６１９，３７０ 

年 間 搬 入 日 数 ３０９日 ３０９日 ３１０日 

１日あたりの家庭系ごみ  １０７，０２１㎏／日 １０５，０７３㎏／日 １０５，８７７㎏／日 

１日あたりの事業系ごみ  ４９，７１４㎏／日 ４５，９３８㎏／日 ３４，８３１㎏／日 

１日あたりの搬入量 １５６，７３５㎏／日 １５１，０１１㎏／日 １４０，７０８㎏／日 
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④利用先における蒸気量及び割合（平成２１年度実績） 

利   用   先    量（ｔ）   割合(％) 

発電用（クリーンセンター内） ４０，８５９ ３５．６ 
場内利用・白煙対策（クリーンセンター内） ３９，０５２ ３４．０ 
熱供給施設（エネルギーセンター） ２４，３６７ ２１．２ 
余熱利用施設（温水センター） ３，７２０ ３．２ 
未利用 ６，９１８ ６．０ 

合        計 １１４，９１６ １００．０ 
 

 

 

⑤余熱利用施設（温水センター）の利用者実績           

区  分 
利 用 者 数 （ 割 合 ） 

平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 

 

印西市 
８０，４３３人 
（６９．３％） 

８９，０９４人 
（６９．１％） 

９３，５７３人 
（６８．３％） 

合併前の印西市 
７１，３８５人 
（６１．５％） 

７８，８７９人 
（６１．２％） 

８３，０８２人 
（６０．６％） 

合併前の印旛村 
５，６８６人 
（４．９％） 

  ６，６９６人 
（５．２％） 

  ６，８２３人 
（５．０％） 

合併前の本埜村 
３，３６２人 
（２．９％） 

３，５１９人 
（２．７％） 

３，６６８人 
（２．７％） 

白 井 市 
２３，６４４人 
（２０．４％） 

２６，０８３人 
   （２０．３％） 

２９，０１５人 
   （２１．２％） 

栄  町 
４，８０３人 
（４．１％） 

４，９３２人 
（３．８％） 

４，９８９人 
（３．６％） 

市町村外 
７，２２６人 
（６．２％） 

８，６９２人 
（６．８％） 

９，４９０人 
（６．９％） 

合  計 １１６，１０６人 １２８，８０１人 １３７，０６７人 

開館日数 ３０１日 ３２１日 ３２４日 

１日あたりの利用者数 約３８６人／日 約４０１人／日 約４２３人／日 

 
 

 

⑥熱供給施設（エネルギーセンター）における蒸気受入量実績 

平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 

１５，１８４ｔ １９，９０８ｔ ２１，１０１ｔ ２２，８７６ｔ ２４，３６７ｔ 

 
 

 


